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担当部

保健センター　

事務事業名 成人保健健康診査事業

疾病の早期発見、早期治療を目指す

会計区分 担当課事業類型 一般一般会計

1

成人保健健康診査、がん検診等を実施することにより、がん、生活習慣病の早期発見、早

期治療と健康意識の向上を図る。

○平成23年度実施内容

・肝炎ウイルス検診、前立腺がん検診、子宮がん施設検診、胸部Ｘ線健診、胃がん検診、大

腸がん検診を医師会の契約医療機関で個別に実施した。

・胃がん、大腸がん、子宮がん、肺がん、骨粗しょう検診を保健センター、各市民センター等

で実施した。

・集団検診では、毎月広報等で周知、募集し、検診票を送付した。

・個別検診では、各医療機関で実施した検診の検診票を点検し、結果を把握し、検診料の

支払事務を行った。

・初回受診者を増やすために、チラシを医療機関の窓口に設置した。

【直接経費の内訳】
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【直接経費の内訳】

　賃金等（785千円）

　消耗品・印刷製本費・通信運搬費等（4,022千円）

　検診等委託料（175,193千円）

○平成24年度実施内容

・検診については、平成23年度と同様に実施する。

・広報等での周知を実施する。

・対象者、自己負担額、減免等を検討するための参考として、他市の対象者、自己負担額、

減免等の調査を実施する。
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がん検診の回数、受診者数については、目標を達成できたものの、がんの早期発見

のためには、今まで検診を受けたことがない初回受診者数を増加させていく方策を検

討する必要がある。
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・胃がん検診回数は達成

・乳がん検診回数は未達成

　（通常は1台の検診車での検診であるが、2台の検診車での検診を６回行った。）

・初回受診者延人数はややとどかず
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方向性の判定

平成21年度から特定の年齢に達した女性に対して、女性特有のがん検診が無料で受診できる

クーポン券を配布したことにより、受診者の増加とともに、初回受診者も増加した。平成23年度

は特定の年齢に達した男女に対して、無料大腸がん検診を実施した。また、初回受診者が増

えるよう個別に通知書を送付した。さらに、今後の改善の参考とするため、他市の対象者、自

己負担額、減免等の調査を行い、対象者の年齢、自己負担額、減免等の見直しに取り組んで

いくこととする。

本事業は市民にとって必要な事業であるが、がん検診について、検診費用が無料となって

いる70歳以上が受診率の52％を占めている状況で、事業費は年々増加しており、平成23年

度決算額は約1億8千万円、自己負担額、国庫補助金を除く一般財源は約1億5千万円と

なっている。今後、現在の事業内容を継続すると、高齢化が進む中で、市にとっても大きな

歳出圧力となる。

一方、本事業の効果をより高いものとするためには、働き盛りの若い世代に効果の高い検

診の拡大について検討するべきである。

また、がんや生活習慣病の早期発見、早期治療のため、本事業の検診者を増やすことは必

要であるが、その方策として、安易に自己負担額の軽減を行うのではなく、一定の自己負担

の中で検診を行うことの必要性や有効性を広くＰＲすることが必要である｡
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方向性の判定

がん、生活習慣病の早期発見のためには、今まで検診を受けたことがない初回受診

者を増やしていく（習慣性を培う）ことが重要である。成人保健健康診査、がん検診等

で初回受診者が増加するように、対象者の範囲、自己負担額・減免のあり方等を検

討し、受診の拡大を図ることが必要であるため。

小牧市民の死亡の原因の1位は、がんによるものである。がんにより死亡に至らぬよ

うにするためには、がんの早期発見、早期治療が重要である。そのため、事業を縮

小・廃止した場合は、さらにがんの早期発見が遅れる人が増えるものと考えられ、そ

の結果医療費の増大につながる可能性もある。


